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平成20年度徳山高専産学交流会が、市内のホテルに於いて開催されまし平成20年度徳山高専産学交流会が、市内のホテルに於いて開催されまし
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り、企業ニーズとのマッチングを図ることを目的とした交流会です。民り、企業ニーズとのマッチングを図ることを目的とした交流会です。民
間企業及び高専関係者合わせて約100名の参加があり、徳山高専間企業及び高専関係者合わせて約100名の参加があり、徳山高専
から5件、大島高専から2件のシーズ発表が行われ、休憩時間から5件、大島高専から2件のシーズ発表が行われ、休憩時間
には40枚のシーズパネルの前に教員が立ち、研究内には40枚のシーズパネルの前に教員が立ち、研究内
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呉高専において、平成21年度中国・四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会が開催されました。この交流会において、研究発表（口頭およびポスター）と

会が開催されました。この交流会において、研究発表（口頭およびポスター）と情報交換会が行われました。研究発表では、これまでの研究成果を他高専の

情報交換会が行われました。研究発表では、これまでの研究成果を他高専の学生及び先生を前に発表し、活発な討議が行われました。情報交換会では、

学生及び先生を前に発表し、活発な討議が行われました。情報交換会では、学生同士の交流を深めると共に、各高専の趣向をこらした紹介も行なわ

学生同士の交流を深めると共に、各高専の趣向をこらした紹介も行なわれ、盛況の内に終了しました。また、本校の紹介は情報電子工学専攻
れ、盛況の内に終了しました。また、本校の紹介は情報電子工学専攻佐伯君が行い、他高専の学生に徳山高専の魅力を少しは伝えら
佐伯君が行い、他高専の学生に徳山高専の魅力を少しは伝えられたようでした。 れたようでした。 

平成20年度徳山高専特別研究促進費研究成果報告会を、本校メディアホールで開催し平成20年度徳山高専特別研究促進費研究成果報告会を、本校メディアホールで開催し
ました。本校では、先端的、独創的な発想により社会への要請に応える研究への助成ました。本校では、先端的、独創的な発想により社会への要請に応える研究への助成
として、特別研究促進費の制度を設け重点的な予算配分を行っています。平成19として、特別研究促進費の制度を設け重点的な予算配分を行っています。平成19
年度に終了した15件の研究テーマのうち、5件は2月6日の徳山高専産学交流年度に終了した15件の研究テーマのうち、5件は2月6日の徳山高専産学交流
会で既に報告され、今回は残りの10件について研究担当者から報告があり会で既に報告され、今回は残りの10件について研究担当者から報告があり
ました。会場に集まった本校教員及び学外からの参加者は熱心に聴きました。会場に集まった本校教員及び学外からの参加者は熱心に聴き
入り、活発な質疑応答が展開され有意義な報告会となりました。入り、活発な質疑応答が展開され有意義な報告会となりました。
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国立オリンピック記念青少年
総合センターで開催された第

2回全国高専英語プレゼン

テーションコンテストに、本
校から土木建築工学科2年の

波多野さやかさん（スピー

チ部門）、環境建設工学専攻
2年の森下瑠理子さん、土木

建築工学科5年の吉永晴香

さん、土木建築工学科4年の
濱崎翔平君（以上3名はプレゼ

ンテーション部門：3人

一組でパワーポイントなどを
用い、英語でプレゼンテーシ

ョンを行う）が出場

しました。全員がすばらしい
パフォーマンスをし、その結

果、プレゼン

テーション部門で3位に入賞
することができました。帰国

子女が

たくさん出場する大変レベル
の高いコンテストでしたが、

努力を積み重ねたおかげです
ばらしい成果をあ

げることができました。

桜が満開の4月5日、機械電気工学科41名、情報電子工学科42名、土木建築

工学科40名、留学生2名、編入学生3名が本科入学生として、機械制御工

学専攻10名、情報電子工学専攻10名、環境建設工学専攻22名が

専攻科入学生として、合計170名の入学が許可されまし

た。新入生の皆さん入学おめでとうございます。

土木建築工学科3年生がまちなかで創造演習の作品展示と成果発表会を行いました。これは、現代GP「まちなかサテライトを活用した創造教育」として行っている授業です。今年は「わたしのまち発見！」をテーマに、周南市中心市街地の再評価、価値づくりに挑戦。15チームが現地調査の結果から徳山の街を楽しむための絵地図を製作、まちなかに展示して人気投票を実施しました。発表会での学外審査員による評価、人気投票の結果はテストでは得られない多角的なものの見方を与
えてくれたようです。

JAPANプロジェクト国際賞とは、国内企業が携わった海外プロジェクト成果を国土交
通省が募集し、優れたプロジェクトを表彰するものです。本賞には、学生審査委員の
評価による「JAPANプロジェクト国際賞 学生審査委員賞」が設けられています。
学生審査委員は公募され、応募動機および海外プロジェクトに関する自由課
題の作文による審査の結果、土木建築工学科5年の高橋宏太君と大学院
生2名の計3名の学生が選ばれました。3人により選出されたプロ
ジェクトは、3月9日に東京のホテルで開催されたJAPANプ
ロジェクト国際賞授賞式で表彰されました。高橋君

も学生審査委員として授賞式に出席し
ました。

広島市の広島産業会
館において、第1回中

国地区高専テクノ・マ
ーケットが開催

されました。これは、全
国の55高専が戦略的

に「地域イノベーショ
ンの創出」を

図る活動の一環として
、徳山高専を世話校と

して中国地区8高専が
合同で開

催したものであり、全
国でも初めての試み

でした。初日の研究シ
ーズ発表

に始まり、6日には、小
田高専機構理事によ

る「高専機構の知財戦
略」

についての講演（写真
）など多様な催しが行

われ、産業界からも多

くの参加があり、終始
会場全体が熱気に包

まれていました。

 

初夏を思わせ
る好天に恵ま

れた5月13日
、学生会主催の

新入生歓迎ク
ラスマッ

チが行われま
した。学生会長

挨拶は応援、実
習服を着てエ

ンジニア精神
に

のっとった選手
宣誓、大仏様の

マスクをかぶっ
てラジオ体操

とスタートか

ら学生のアイデ
アがいっぱい

です。リレーで
は情報電子工

学科5年生

が秘密戦隊ゴ
レンジャーに扮

してバトンをつ
ないで完走し

た

後、クラス全員
が参加する綱

引きでも活躍
しました。目

指したのは競技
に勝つこと？

楽しむこと？ 

 

平成20年度徳山高専産学交流会が、市内のホテルに於いて開催されまし
た。本会は、徳山高専及び大島高専の各分野のシーズを発表することによ
り、企業ニーズとのマッチングを図ることを目的とした交流会です。民
間企業及び高専関係者合わせて約100名の参加があり、徳山高専
から5件、大島高専から2件のシーズ発表が行われ、休憩時間
には40枚のシーズパネルの前に教員が立ち、研究内

容を熱心に説明しました。

呉高専において、平成21年度中国・四国地区高等専門学校専攻科生研究交流会が開催されました。この交流会において、研究発表（口頭およびポスター）と情報交換会が行われました。研究発表では、これまでの研究成果を他高専の学生及び先生を前に発表し、活発な討議が行われました。情報交換会では、学生同士の交流を深めると共に、各高専の趣向をこらした紹介も行なわれ、盛況の内に終了しました。また、本校の紹介は情報電子工学専攻佐伯君が行い、他高専の学生に徳山高専の魅力を少しは伝えられたようでした。 

平成20年度徳山高専特別研究促進費研究成果報告会を、本校メディアホールで開催し
ました。本校では、先端的、独創的な発想により社会への要請に応える研究への助成
として、特別研究促進費の制度を設け重点的な予算配分を行っています。平成19
年度に終了した15件の研究テーマのうち、5件は2月6日の徳山高専産学交流
会で既に報告され、今回は残りの10件について研究担当者から報告があり
ました。会場に集まった本校教員及び学外からの参加者は熱心に聴き
入り、活発な質疑応答が展開され有意義な報告会となりました。
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